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1. はじめに 

プロジェクト学習（以下PBL）は学習者主体で「深い学

び」に繋げるための教授法として認知されている。学習

者は教員との学びのゴール設定を共有し、それに向けて

能動的に情報収集、分析、成果物にまとめるといった活

動を展開する(1)。本論の舞台となる国際協力プロジェク

トは聖徳学園高校2年総合学習の時間に行われている

PBL授業である。各クラスが異なる開発途上国を担当

し、SDGsを基本としたその国の問題を生徒自らの力で発

見、解決するための行動に移すことを通年のカリキュラ

ムの中で実践している。JICAや近隣大学、東京ニュービ

ジネス協議会など産学連携を基本として授業を進めてい

る。それに加え、社会課題解決へのICT活用ををテーマ

に、情報科授業とも教科間で連携している。 

このように産学連携、PBL、ICTを軸に授業展開してい

るが、その先にあるのは21世紀型スキルに代表される

ような、創造性、協働性、行動力を生徒達に身につけさ

せることにある。しかしながら、ICTをどのように活用

すれば産学連携を有益に運び、PBLの効果を高めるのか

を明らかにした研究は見られない。本論は2019年度に

本授業内で行った、ICTの授業内活用に関するアンケー

ト結果を分析し、産学連携、PBL授業へのICT活用方法

を明示することを目的とするものである。 

 

2. ICT環境について 

本校ではICTの積極的な活用を推進しており、中学1

年～高校3年生徒全員がBYODでiPadを所持している。

教員も全員がiPadとPCが貸与されており、さらに数名

の教員にはMacBookも貸与されている。それ以外にも生

徒用貸し出しMacBook pro(2015 early)36台。iPad（第

6世代）36台も用意している。各クラスには電子黒板と

Apple TVが設置されており、iPad等の画面を電子黒板

に映し出しながら授業実践できる環境にある。 

生徒とのファイル共有方法として中学生は主にロイロ

ノート、高校生はMetaMojiを活用している。全教員、

生徒はGoogleアカウントを付与されており、教員、生

徒問わず、各自が無制限容量のGoogle Driveを利用で

き、ファイルの共有も可能である。また学内では

Talknoteという学内SNSを運用している。これにより、

教員間のコミュニケーション、生徒・保護者への連絡等

を行っている。 

 

3. 授業内容 

本授業ではクラス毎に担当する開発途上国を教員側

で割り当てている（表1）。 

 

表 1 2019年度クラス別担当国一覧 

1組 ケニア 2組 フィリピン 

3組 バングラデシュ 4組 ミクロネシア 

5組 スーダン 6組 モザンビーク 

7組 グアテマラ 8組 ルワンダ 

 

これらの国の割り当て

は、授業の中心となる

JICA青年海外協力隊隊

員（以下JOCV）の時間

的都合を考慮して決定

した。 

4月に授業が始まると

生徒達は各個人で自身

の担当国について調べ学習を行い、その国の様子や抱

える問題について理解する。その後に行われるJOCV

による出張授業では実際に国に派遣された経験のある

隊員から、その国の様子や問題点などを学ぶ。生徒達

は事前に調べた内容との相違点や、より詳細な情報に

ついて理解を深める（図1）。ここで得た知識を基

に、生徒達は自身らが担当国に対して何が出来るかを

考えていく。その内容は企画書という形にして提出さ

せている。ICT機器やアプリの具体的な操作方法に関

図 1 JOCVによる出張授業 
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しては連携する情報科授業で学ぶ。この企画書は

PagesというApple社が提供するアプリを使って作成

させており、完成したものをGoogle Driveの指定フ

ォルダーに提出させる。 

 提出された企画書はクラ

ス全体に共有され、生徒達

はその中から、自分が参加

したい企画を選ぶ。その

後、Google Formで作成し

たアンケートを通して自

身の希望を提出する。１

つの企画に5名以上参加希

望者がいた企画は採用と

し、２学期以降のプロジェ

クト実施へと展開され

る（図2）。 

 2学期に入ると生徒

達は採用企画ごとに組

織されたグループで活

動する。10月には自

身らの取組について大

学教授やJICA職員、

そして社会課題の解

決という観点からソ

ーシャルビジネスを

展開する企業家を含

んだ外部有識者が参

加する「中間報告

会」の席で自身らが

調べてきた内容や今

後の取り組みについ

て発表する。発表時には

Keynoteを使うことにな

るのだが、その操作方法

や動画を入れ込むなどの

高度なテクニックは情報

科授業で学ぶ（図3）。 

 「中間報告会」が終了

すると、企画したプロジ

ェクトを実行する段階

に入るが、今まで社会

課題解決というテーマに取り組んだ経験のある生徒は

少ない。そのため、当初の計画通りに物事が進まない

ことが多いのだが教員側はむやみに支援することはせ

ず、グループ内で意見交換することを促す様に指導し

ている（図4）。これは授業中、生徒同士の意見交換

の割合を高めることで、授業時間外の取り組みへの意

識向上、そして授業の学びの深まりを期待されるから

である(2)。 

各グループの企画

により必要となるI 

C T機器やアプリは

異なる。例えば、

開発途上国の子供

たちに環境問題に

ついて理解を深め

るための手段としてポ

スターを使いたいとい

う班に関しては、Adobe

イラストレーターや

Drawといったツールを

使うことを勧める（図

5）。ビデオを作成し、

それを通じて日本の人

達に自分が担当する開

発途上国のことについ

て知ってもらいたいと

いうプロジェクトの生

徒はiMovieやAdobe 

Rushなどを勧める。自身らの活動を広く世間に周知

させるためにSNSを使うことも多く、Instagramや

Facebook等で専用のアカウントを作り、それを通じ

て広めるという事例も散見される。昨年度は、バング

ラデシュのゴミ問題について現状をInstagramを通じ

て世間に周知するという取り組みを行った班があっ

た。ただ、内容を投稿したのでは周知力が弱いと考

え、課金広告という手段を選んだ。本プロジェクトで

は活動費として各班一律3000円を支給しているのだ

が、その全額を広告に使用した結果、１ヶ月程度で

700人を超えるフォロワーを獲得することができ、ま

たフォロワーから多くのコメントが寄せられた（図

6）。このように生徒たちは社会課題を解決するため

の手法としてテクノロジーやネットワークの有益な利

活用方法を体験的に学んでいくのである。この様な国

際協力活動は2月頃まで続き、その後は1年間の成果

をまとめる作業としてポスタープレゼンテーションの

作成に入る（図7）。 

  3月には「成果報告会」を開催している。そこに

は次年度の授業対象学年となる高校1年全生徒、外部

有識者、保護者、本校教員、一般教育関係参加者等の

図 2 生徒企画書例 

図3 中間報告会の様子 

図 5 生徒作成ポスター例 

図 6  Instagramへの課金投稿 

図 4 生徒活動の様子 

母の日に!の"を贈ろう
～２つの❤～

【ケニアが抱える問題】
・進学率の低さ
大学進学率
→11.6％（126位／154カ国中）

$「フェアトレード」とは❓❓

発展途上国で作られた作物や製品を
適正な価格で取引することにより、
生産者の生活向上を目指す仕組みの
こと。

【企画の概要】
母の日のプレゼントとして、カーネー
ションの代わりにケニアのフェアト
レードのバラを贈る

☟

フェアトレードで得られ
た利益は、学校建設費や
奨学金に充てられる
→SDGsの4番を達成する
手助け

～企画の流れ～

トークノート(校内で共有されているメッ
セージアプリ)で企画の概要を説明、宣伝

☟
トークノートの投票機能を使って購入者を

募る
☟

フェアトレード支援企業フィンレイフラ
ワーを通じてバラを発注

☟
自作のメッセージカードと共に花束を渡す

「母の日にカーネーショ
ンを贈る」という文化そ
のものに依存する

☟
企画の永続と発展に繋が

る！！

図 7 ポスタープレゼンテ

ーション 

私たちは聖徳学園高校2年5組 5班です。私たちはスーダンの感染症
問題について取り組んでいます。私たちの目標は蚊による感染症で
命を落とす人を減らすことです。

私たちのプロジェクトがスーダンに広まることで、多く
の人が虫除けを作って自分の身を守ってほしいです。 

そしてこのプロジェクトが続いて持続可能なプロジェク
トとして残ってくれることを願っています。

スーダンにはとても虫が多いです。 
中でも蚊が多くその蚊が持つマラリアによって多くの

人が苦しんでいます。

メントールとシトロニールはミントに
含まれています。 

それらは昆虫が嫌う成分です。 
ペパーミントは特に多く含まれていま

す。

スーダンの蚊による感染症を 
ミントを使って予防しよう

肌にミントをこするだけで
も効果があります。
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前で各クラスの代表班がクラス全体の取り組みをまと

めてプレゼンテーションを行う。その後、クラス毎に

会場に分かれて来場者に向けてポスタープレゼンテー

ションを実施する。昨年度

は新型コロナウイルス蔓延

防止の影響により、この様

な形での「成果報告会」が

開催できなかった。そのた

め、各班にポスタープレゼ

ンテーションの様子をビデ

オに撮らせ、YouTubeの特設

チャンネルにアップロード

した。それを外部有識者と

共有した。寄せられたコメ

ントは学内で運用している

SNS「Talknote」を通じて生

徒達に配信した（図8）。 

 

 
4. 生徒アンケート調査 
2019年10月下旬～11月上旬にかけて、本授業の対象

となった本校高校2年全生徒（230人中225人回答）に

対して授業効果とICTの利活用に関してアンケート調査

を実施した（表2）。 

 

表 2 生徒アンケート結果 

① 担当国の問題だけではなく、身近な問題にも目を

向けられるようになった。 

大変そう思う  17.3% 

そう思う  51.1% 

あまりそう思わない 24.4% 

思わない  7.1% 

② SDGsの問題は   

自身らの力で解決できる手段がある 35.1% 

高校生のうちにやれることは特に無いが、

いずれは問題解決に関われるようになりた

い  

34.2% 

興味・関心はない 16.9% 

政府の仕事なので、自身らには特にやるこ

とはない  
9.3% 

 ③ SDGsのような社会課題を解決するために必要なの

は（複数選択可）  

行動力  78.7% 

創造力  59.6% 

情報を集め、分析する力  58.6% 

協働する力  55.1% 

見えぬ他者の状況を思い描く力 38.7% 

コンピューターを使いこなす力  23.6% 

④ ICTの活用について質問します。Talknote(学内

SNS）やLINE等のSNSやメールを本授業のコミュニケ

ーション手段として利用していますか？  

はい  62.2% 

いいえ  37.8% 

⑤ ④の質問で「はい」と答えた人に質問します。 

どのような用途で使いましたか？（複数選択可）  

チーム内の情報交換 71.4% 

外部との接触  55.0% 

大学生アシスタントへの質問  7.9% 

担当教員への質問 7.9% 

⑥ ④の質問で「いいえ」と答えた人に質問します。 

この授業で使うのであればどのような手段が最も適し

ていると思いますか？（複数選択可） 

外部との接触  55.3% 

チーム内での情報交換 50.6% 

大学生アシスタントへの質問 29.4% 

担当教員への質問 21.2% 

特に必要性を感じない 23.5% 

⑦ プロジェクトの今後について 。今後、自身らのプ

ロジェクトを成功させるにあたり、どのようなことが

必要だと思いますか？（複数選択可） 

仲間の協力  75.6% 

行動力  74.7% 

柔軟性  46.7% 

ICTを活用する力  39.1% 

アシスタント学生からのアドバイス 27.6% 

⑧ 下記項目で有益だと感じたものを全て選んでくだ

さい。 

報告会での外部有識者によるコメント 52.4% 

JICA青年海外協力隊隊員によるコメント  51.1% 

大学生のサポート 44.0% 

情報授業との連携 34.7% 

 

5. 受講生徒側からの感想 

2018年度に受講した生徒に本授業におけるICT活用の

実体について意見を求めた。本生徒が所属していた学年

はiPadは所持しておらず、貸与されたICTデバイス、

もしくは自身のスマートフォンを活用してプロジェクト

に取り組んだ。以下はその生徒からの感想である。 

・ この授業では ICT を最大限活用できるような環境が

整えられており、生徒は好きな時に好きなデバイス

を用いてプロジェクトに取り組めた。具体的には、担

当国の情報収集や報告会でのプレゼンテーション作

図 8 Talknoteを使い外

部有識者からのコメント

を配信 
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成に用いた。情報収集では、インターネット上には

様々な情報があり、それらが正しいかどうかを見極

める力やどの情報を用いるかなどのメディアリテラ

シーも養うことができた。 

・ 報告会でのプレゼンテーションは Keynote を活用し

スライドを作成した。その過程を通して、どのように

相手に分かりやすく伝えられるのかやスライドの効

果的なデザインについて学べた。報告会では大学教

授、企業家やJICA職員などの外部有識者からスライ

ドの構成、デザインやプロジェクト内容について直

接フィードバックを頂けたことで、プレゼンテーシ

ョンスキルを向上できた。 

・ ICT を用いることでプロジェクトの作業を効率化で

きたと考えている。例えば、グループメンバーでの

LINE グループを作成し、次回の授業までに各自どう

いったことを進めるかやGoogleドキュメントの共同

編集機能を使って文章を書き上げたグループもあっ

た。 

・ 授業で ICT を活用して気付いたのは、生徒が好きな

ように自由に ICT を使える環境が大変重要だという

ことである。縛りのない環境が私たちの創造性を豊

かにしてくれたと考えている。 

 

6. 考察 

アンケートを通じて国際協力を舞台にした産学連携の

推進とPBLの効果を高めるためのICT活用方法について

以下のことが明らかとなった。 

1. 社会課題を解決するために創造力、行動力、協働力、

情報分析力が必要だと生徒達は感じている。それを

踏まえ、適切なICTツールや環境を整えることで生

徒達のその様な力を伸ばすことが可能となろう。 

2. ICT の主な活用目的はSNS やメールなど、内・外部

との連絡手段であった。昨今の教育で必要と言われ

る産学連携を推進するのであれば、外部との連絡手

段の拡充やリテラシーの向上は必須と言える。 

3. 教員との意見交換を目的にICTを活用したいと答え

た生徒は少ない。産学連携を基本としたPBLを展開

した場合、教員がクラス内で求められる役割は従来

の知識伝達型の授業手法から転換させなければなら

ない。布芝らの報告によるとPBLを展開するにあた

り、教員の役割としてpositive reframingを通じて

学習者の挑戦への心理的支援が挙げられている(3)。

こうしたPBLならではの教授法を今後教員間で確立

させていく必要があろう。 

これらの考察を踏まえ、本授業では今後、以下のよう

なことに取り組んでいきたい。 

1. 生徒達が感じた、創造性、行動力、協働力を高める

ためのツールとしてのICT活用を情報科授業と連携

しながら模索していく。その中で授業内で使用する

適切なアプリも精査していく。 

2. コミュニケーションツールとしてICTの活用が求め

られている中、リテラシーやマナーの向上が今後必

要となる。特にマナーの部分は従来の学校教育では

外部と接するということは想定されていなかった。

今後はその部分において新たなルールを設け、社会

に通用するマナーを本授業を通して身につけさせて

いく。 

3. PBL を展開していく中で教員の役割は変化している。

このような授業で教員はどのような役割を担ってい

くのかを明確にし、担当者間で意識共有を図る。そ

のために双方向型授業展開における教員の行動指針

を策定していきたい。 
 

7. おわりに 

本論は、高校2年生対象の国際協力プロジェクトにお

ける産学連携PBL授業の実践を紹介し、さらに生徒対象

のアンケート結果を分析した。生徒は限られた時間内に

チームのメンバーと連絡を取り、学外の有識者の協力を

得ながら成果をまとめなくてはならない。その際、積極

的にSNSや共同編集機能などをコミュニケーション円滑

化のために活用していたことが分かった。 

これまでは、社会課題を扱うPBLであったとしても、

教室内の生徒と教員間のやりとりで終わってしまうケー

スが多かった。しかし、教室・学校という枠を超えて活

動し、成果を学外の方に問うためには、時間と空間を超

えるための手段として、また相手の共感をより得やすく

する手段としてICTの活用は必須である。今後は、協働

力・行動力・分析力という活動過程で必要となる力に加

え、答えのない問いに立ち向かっていくための創造力の

育成にも、ICTをどのように活用できるか検討していく

必要があるだろう。 
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